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従来，臨床でおこなわれているリンパ節転移診断で、は， B-mode 超音波， computed tomography 
(CT)，および magnetic resonance (MR) imaging などの形態画像が用いられてきた.一般的なカ
ットオフ値として，最小軸径 10 mm がリンパ節転移の判断基準にされているが，サイズ基準だけ
では， リンパ節転移の見落とし(< 10 mm) や誤診(> 10 mm; 炎症性腫脹リンパ節の場合)が多い
と指摘されている.近年の高解像度診断機器および造影剤の開発にともない，良性結節と悪性結節
を区別する新しい診断手法が注目されている. Dynamic contrast-enhanced computed tomography 
(DCE-CT) , dynamic contrast-enhanced magnetic resonance imaging (DCE-MRI) ，および




として注目されている.周波数帯域が 17.5 ・ 85 MHz の場合，空間分解能は約 30・85 pm 程度で
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リンパ節転移を早期に検出する事は患者の予後改善に大きな影響を及ぼすものと思われる。本研究は、











いる超音波造影剤ソナゾイド(マイクロバブル) と高周波超音波を用いて、転移リンパ節内の 3 次元血





化を経時的に評価することで現在の画像診断法で検出が困難であった最小軸径が 5 mm 以下の転移リ
ンパ節の検出に成功することができた。 また、 ヒトと同等の大きさのリンパ節内で、の転移過程を可視化
できることから、臨床におけるリンパ節転移の早期診断法の開発の可能性が示唆された。
本研究において、早期の小さなリンパ節転移巣の検出において、三次元高周波造影超音波法が有用で
あることは臨床的意義が高く、評価できる内容であり、 よって、本論文は博士(医学) の学位論文とし
て合格と認める。
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